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こんにちは、入所3階フロアです。今年の夏は暑かった、東京オリンピックの感動もあり、少し世

の中が明るい雰囲気になった気がします。クリームソーダやわたあめなど、懐かしい食べ物に

皆様笑顔がこぼれてますね。育てたミニトマトの収穫したり、七夕飾りで星に願いを、皆様が健

康に過ごせるよう願っています。 
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「夢」とは 心が満たされることである。すべての利用者様に医療・福祉を介して夢を実現する。 



 
 
 
 
 
 
 

 
 デイケアでは待望のバーベキューを３日間行い 
ました！天気は曇りがちでしたが多くの方が外で、 
焼き鳥・ジンギスカン・焼うどん・トウモロコシ 
・スイカを召し上がられ、美味しいとの声が多く 
聞かれました。また、ミニ夏祭りも行いました。外に屋台を用意し、カキ
氷を食べたり、ヨーヨー釣りやアヒルすくいをし、景品をゲットされた方
は持ち帰られ、楽しまれていました♪(^_^)/ 
 現在コロナウイルス感染対策のため、行事が 
なかなか行えていない状態ではありますが、今 
後もしっかりと対策したうえで皆さんが楽しめ 
るような行事を行っていきたいと思っておりま 
す。 
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にし高齢者支援センター 
北広島市大曲南ヶ丘 
1丁目１－５ ☎ 370-3922 

『おおまがりせいぶ・人事典』～私たちの尊敬する人たち～ 

●伝えていきたい人・・・星加 孝子様 ⅱ 
 

前回に引き続き、星加さんへのインタビューです。『憩いの家』の誕生話は必読です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

④ 『今後の目標』 

「今の参加者を中心にこのまま憩いの家を継続して 

いきたい。」と星加さんは力強く言われた。 

 

 

●おわりに。星加さんは介護保険ではできない、介護保険制度を超えた地域活動を実践し、まさに総合事

業通所B型に相当する先進的な取り組みをされている。家族のようなつながりを作り、参加者が自ら支援

する側になれる工夫がたくさん見受けられる。介護保険制度を利用すれば要支援、要介護に該当する方が

週２回デイサービスを利用しているような集まりを提供しているとも言える。このような活動が継続できる

サポートづくりを考えていきたい。                                 （文責：佐藤信一郎） 
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③ 『憩いの家』 

きっかけは洋品店のOさんから「月１回だけでなく、

おしゃべりする場があると良い。」と言われた言葉か

ら。開催にあたり協力者がいた。送迎の運転手のS

さん、調理のTさん、Sさん、Fさん。他にもたくさん

の方に支えられたからできた。「憩いの家」の良さは

制度の縛りがないこと、と星加さんは言う。 

Tさんに星加さんの印象を聞いてみた。「料理がで

きる。誰でも区別をせずに話しかけくれる。ハキハ

キして言葉が聞きやすい」。何とも良い関係である。 

美容室ウェーブが「憩いの家」へ出張で来てくれ、髪

を切ってくれる。これも星加さんとのつながりの賜

物である。 

参加者から料理のリクエストに応え、食事＋デザート 

寝覚月号 

『憩いの家での一場面です』 

 

を提供している。参加者主体型の自分たちの憩いの

家となっている。参加者は姉妹みたいだと話してい

る。そして自然と年長者のМさんに敬意を払ってい

る。 

憩いの家を始め、感じることは、少人数となり、みん

なの様子が良くわかり、一人一人の生活もわかる。 

Sさんはパタカラ体操をして、唾液がでるようにな

ったと効果を実感している。Nさんは体が柔らかく、

座ったまま片足を頭の横までまっすぐ上げることが

できる。Bさんは下膳を手伝ってくれるようになる。

Ｇさんは憩いの家で時々おかずを作ることもあり、

気持ちに張り合いができた。「今が一番幸せ。長男も

良くしてくれる。長女も顔を出してくれる」と語る。 
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『介護・福祉の輪  応援団なんもだよ』 

※漫画の解説です※ 

食べた直後に「ごはん、まだ？」と何度も聞かれ

ると、「さっき食べたでしょ？！」と、つい言っ

てしまいます。 

否定せず、「今作ってるところだから」と言って

お茶でも飲んで待ってもらいましょう。 

３ コ マ 漫 画 
参考引用文献：在宅介護者を応援する3コマ漫画づくり 

https://korekara-pj.net/design/design_33/ 

５月に開催した『助けあえーる大曲・西部』の報告です！ 

３コマ漫画は今月お休みします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リハビリ通信 ～身体を紡ぎ心も紡ぐ～ 
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皆様こんにちは。残暑厳しい時期が続きますが体調いかがでしょうか。リハビリでは

皆様マスクを装着しながらも日々一生懸命取り組まれており、こちらも負けてはいら

れません。今回は前月号でお話しした【自助具】の第二弾として皆様にお伝えできれ

ばと思います。 
 

○日常で使用される場面 

食事や服の脱ぎ履きなどの更衣、入浴、排泄の他にも家事において調理活動、掃除な

ど使用される道具は多岐にわたります。 
 

＜更衣での自助具＞ 

ソックスエイド 

足まで手が届きづらい、 

前に屈めづらい方向けの 

靴下を履く自助具。 

先端に靴下を差込み、 

足を通す。両手でゴムを 

引っ張りながら履いていく 
 

ボタンエイド 

片手でボタンはめが行える 

もの。ボタン穴に先端を通 

しボタンをつけて引っ張る 
 

片手ハンガー 

洗濯バサミが開いた 

状態で付いており、 

片手でつける事が 

できる 

＜調理時の自助具＞ 

ＵＤ包丁 

手首の制限や筋力がない方、 

座った状態でも押して切る 

事で包丁作業を行なえる 



行  事  案  内  

 
医療法人社団翔仁会 
   介護老人保健施設エスポワール北広島 
〒061-1264 北広島市輪厚７０４番地１６ 

TEL.011-376-3911  FAX.011-377-5621 
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SHOJINKAI PRIDE 仕事の魅力、法人の魅力とは 

質問：①翔仁会を選んだ理由。②同僚、上司などとの忘れられない出来事。③ひとこと。 

① 翔仁会に2度就職をしております。一度目は平成13年に専門学校を卒業し介
護職員として入社。二度目は平成25年に縁があってケアマネジャーとして入社
しています。もともとは専門学校に翔仁会の求人票がきており、面接を受けたこ
とがきっかけでした。当時は札幌に住んでおり、北広島という地がどんなところ
なのか不安を抱いておりましたが、住めば都です。今では北広島が大好きです。
2023年にはボールパークが出来ますし、今後の北広島の発展が楽しみです！ 
② 私が入社して一年が経った時のこと。当時の上司に怒られたことが今でも覚
えており、自分の教訓となっております。仕事を覚え環境に慣れ始めた頃、夜勤
中に二件転倒事故を起こしてしまったのです。明らかに私の不注意でした。その
明け方、上司にこっぴどく怒られました。基本をおろそかにまた大丈夫だろうと
の安易な考えが招いた事故でした。あらためて人の命の重みを深く考えさせられ
また生命に関わる仕事をさせていただいていることに責任をもたなければいけな
いと、教えられました。 
③ 入社した当初右も左も分からず不安ばかりでしかなかった私に、当時の上司
や先輩方に優しく時には厳しく育てていただいて成長することができ、今日まで
福祉の業界で働き続けていくことができました。今後は今まで培った経験や学び
を地域や法人に活かし貢献できるよう歩んでいきます。今後とも宜しくお願いい
たしますm(__)m 
 

 

№⑮ I・R さん 

皆様いかがお過ごしでしょうか。 

現在気温は少しずつ下がってきて

おり、過ごしやすい日が増えてき

たと感じております。 

コロナ渦以前は、毎年ソロキャンプ

を行っており、静かな空間で、ゆっ

たりと一人焚火を行うことが楽し

みであり癒しとなっておりました。

一日でも早く、また自由に外出で

きるよう、しっかりと感染対策を行

っていきましょう！ 

理美容室（入所） 

次の予定は改めてご連絡いたします。

何卒、ご理解ご協力をお願いいたしま

す。 


